
円安の昨今、最近本当によく聞かれることなので、

当店でのお得な支払方法について、  まとめてみました。

ー当店での支払いはなにがお得なのかについての考察ー

外貨建ての支払いは円安の影響で、円の価値が目減りし、なかなか日本から旅行者が増えないバリ島

です。

そんな中でもダイビングに来てくれるお客様には、本当に頭が下がる思いです。

さて、永遠の命題？ともいえる（少し大げさか？）お得な支払い方法。当店では、現金（ドル、円、ルピアな

ど）、クレジットカードとなんでも支払い可能なのですが、なにで支払うのが少しでもお得かについて考察

してみたいと思います。

ここでは、日本人が通常支払う通貨の円現金、ドル現金、クレジットカードの 3つの支払い方法で考えて

みます。

まず・・・一番いいのは使う予定のないタンス預金のドル現金です。当店の料金表はドル表示です。ただし、

このドル現金払いはあくまでドル現金をすでに持っている方という注釈が付きます。

2番目はそれぞれのクレジットカードの利用状況にもよりますが、おそらくクレジットカードです。クレジット

カードを当店で利用する場合、3％の追加チャージがかかるのではと思われるでしょうが、ここで考えてみ

てください。日本円から（ほかの通貨でもいいですが）ドルに両替するには、円現金からドル現金に交換

するCASH/S（現金売り相場）レートが使われます。みなさんが両替所や銀行で両替するには銀行等の

手数料等が含まれた両替レートはCASH/Sとなります。

ただし、クレジットカードの場合はカード会社ごとにレートの多少の違いはありますが、CASH/Sよりもレー

トのいい TTS（対顧客電信売相場）が使われます。昔、流通したトラベラーチェックのようなレートと思えば

わかりやすいかも。海外でトラベラーチェックで両替した際は、両替レートは CASH/S（現金売り相場）

レートより、1-2%くらいレートが良くなかったですか？それでも、3％の追加チャージにするより、銀行等で

現金をドルに両替した方がいいじゃないかとお思いの方もいるかと思います。

そこで、ここからはクレジットカード使用者の利用状況次第になります。クレジットカードでマイルやポイント

を貯めていませんでしょうか？その分がどのくらいあるかで、クレジットカード払いの際の 3％の追加

チャージ分と比べてみてみればいいのです。さらに忘れてはならないのが、カードは盗難に遭っても再発

行ができますが、現金は盗難に遭ったらおしまいです。

ですので、私はわざわざ日本でドルの現金に両替したり、日本円の現金をもってくるならば、防犯上もか

ねて、クレジットカードの方がよいのではと考えます。

ちなみに、カード会社の換算レートが知りたい場合は、クレジットカードを利用した日のその通貨の現地の

現金の両替レートと、そのカード会社からインボイスが届いたら、そのインボイスに換算レートが書いてある

ので、そのレートを比べてみれば、どのくらいの違いがあるかわかります。換算レートはクレジット会社によ

り違いがありますので、そのカードの種類によっては、さらに損得に幅が生じます（私の感覚ですと 1,5-

2％くらい現金で払うよりいい換算レートのような気がします）。

ちなみに、当店ではドル表示ですが、クレジットカードで支払う場合は、その決済国の通貨に変換した請

求になります（インドネシアではルピア）。ですので、両替レートはインドネシアルピアからドルに両替する

CASH/S（現金売り相場）になります。



日本円で支払う場合は、日本人の方にわかりやすくするため、当店ではリアルタイムのみずほ銀行の円か

らドルに両替するCASH/S（現金売り相場）にしております。

まとめますと、いちばんいいのは、

1、タンス預金があれば使う予定のないドルの現金（もうすでにドルの現金があるわけですから、これ以上、

銀行に手数料を払わずに、使わないドルの現金を使った方が良いという理由です）。

2、クレジットカードの優待もよく利用する方。安全面を考慮してクレジットカード。

3、日本で日本円からドル現金を両替、もしくは当店で、日本円の現金支払い（両替レートは日本で両替

した日と、当店で支払う日によって違いがありますが、こればかりは運次第ですので、どちらが得するかは、

ご自分で判断ください。なお、クレジットカードの優待を利用しない人は、安全面を考慮し、事前払いをす

れば、安全面もクリアです）。

番外：

一番損する支払い方法

・日本でインドネシアルピアに両替して、当店でインドネシアルピア払いする。

・バリ島にて日本円現金をドル現金に両替して支払いする。

両替レートがさらに悪いばかりか、ダブルで手数料がかかるので、まったくおすすめできません。

両替に関して、私は為替の専門家ではないので、考え方に間違えがあるかもしれません。なにかアドバイ

スがありましたら、いつでもお知らせください。


